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〔〔〔〔No.39No.39No.39No.39〕〕〕〕　図のＥＰＳのモード・スイッチ回路で「モード・スイッチを“＋”にしてもプラス・モー

ドに切り替えが出来ない」場合の故障診断の結果に関する記述として、不適切不適切不適切不適切なものなものなものなものは次のお

うちどれか。なお、図に示すＶ１からＶ３は表のとおりである。

表

Ｖ１ ＥＰＳ・ＥＣＵのＭＳ－Ｓ端子とボデー間の電圧

Ｖ２ モード・スイッチの＋側端子とボデー間の電圧

Ｖ３ モード・スイッチのアース端子とボデー間の電圧

(1) モード・スイッチを“・”にした場合に、Ｖ１に電圧がないときは、信号線の短絡である。

(2) モード・スイッチを“・”にした場合に、Ｖ１に電圧があり、Ｖ２に電圧がないときは、ＥＰＳ・

ＥＣＵのＭＳ－Ｓ端子とモード・スイッチの＋側端子の断線である。

(3) モード・スイッチを“＋”にした場合に、Ｖ２に電圧があり、Ｖ３に電圧がないときは、モード・

スイッチの断線である。

(4) モード・スイッチを“＋”にした場合に、Ｖ３に電圧があるときは、モード・スイッチのアース

端子とボデー・アース間の断線である。
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